
■例会日／毎週木曜日 12:30～13:30
■例会場／八坂神社 社務所

〒189-0013 東京都東村山市栄町3-35-1

■クラブ管理委員会／石山　敬
■事務所／〒189-0013
　　　　　東京都東村山市栄町3-5-1ハイツむさしの101
　　　　　TEL 042-393-7500　 FAX 042-395-1166

国際ロータリー第2580地区東京東村山ロータリークラブ

Vol.46

国際ロータリー
テ ー マ

今年度会長テーマ
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奉仕を通じて
平和を

和で輪を広げ、前に進もう
■司会：
　戸澤例会運営委員

■点鐘：中丸会長

■会長報告 中丸会長

　皆さんこんにちは。昨日の理事役員会に出席の皆様
ご苦労様でした。今年もあと1ケ月と半月余りとなりま
したが、11/10～11日には産業祭、15日は石川ガバナー
公式訪問、20日は地区親睦ゴルフ決勝大会、12/6はク
ラブ年次総会、15日はクリスマス家族親睦移動例会と
スケジュールが目白押しですが、多くの会員の参加を
宜しくお願い致します。
　さて、過日福生ＲＣ会長石川太郎さんから頂いたお
手紙に大変感動いたしましたので、交流のある会員さ
んも同様のお手紙を頂いた方もいらっしゃると思いま
すが、一部を紹介させて頂きます。
　｢石川太郎、骨休みのお知らせ｣
　あの骨折から5年、実は今でもかつてのように脚は動
かず、走ることは出来ない。が、不幸せかと言うと、
昔より幸せかも知れない。不思議な気がする。なぜだ
ろう。
　ギブスをはずした、目の前には自分の脚がある、し
かし全く動かない。ショックであった。｢昔のように、
自分の脚で歩けるようになれば、あとは何もいらない｣
と本当に思った。
　リハビリの結果、杖を使わずに歩けるようになった。
自由に歩けるというのは本当に幸せなことだ。それ以後、
欲張って多くを求めることはやめた。｢本当に欲しいの
か｣と考えると、実は、本当に必要なものは少なかった。
以後、いたずらに欲しがることはやめるようになった。
幸せになった理由は、どうやらそこにあるようだ。つ
まり、｢大して必要でもない物を欲して、それが叶えら
れずに自分は不幸だ、と言うくらいなら、最初から求
めない方が良い｣ということだ。あれやこれやと求めす
ぎないことが、結局は幸せなのだろう。
以上、紹介させて頂きました。

■国歌：｢君が代｣
■合唱：ロータリーソング
　　　　｢我等の生業｣
◆ソングリーダー：
　熊木会員

■お客様紹介：
　野澤パスト会長

◆ゲスト：
 【入会予定者】
　青葉町在住
　山岸　啓一 様
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■東村山市役所：
　第3回5市市長が語る地域自治体連携シンポジウム開
　催の件
　2012年11月4日(日)　14:00～
　於　東村山市民センター

■ガバナー事務所：
・2020東京オリンピック・パラリンピック招致への協
　力について
　リーフレットとピンバッジの受理
・2015～16年度当地区ガバナーノミニー決定について

　東京江北ロータリークラブ　鈴木 喬(すずき たかし)君
　決定
・2012～13年度地区大会の案内の受理
　2013年2月19日(第一日目)　16:00～会長・幹事会
　　　　2月20日(第二日目)　本会議
　於　沖縄コンベンションセンター
　ホスト：宜野湾ＲＣ
　登録料　￥8000　　登録締切：12/21
・リスボン国際大会参加予定者人数について
　現時点での予定人数の報告

■米山奨学委員会：
・(在京)米山奨学委員会全大会の案内の受理
　2012年11月8日(木)　15:00～
　於　ガバナー事務所
・米山記念奨学生第2013～14学年度選考委員会(在京)
　の案内
　2012年11月20日(火)～12月20日(木)
　於　ハイアットリージェンシー若しくはガバナー事務所
・バーベキュー大会・三者懇親会の写真アップロード
　について → 必要に応じてダウンロード可能

■新世代奉仕委員会(ローターアクト)：
・新世代奉仕(ローターアクト)活動レポートの受理
・ローターアクト招待行事｢都バスツアー｣案内の受理
　2012年11月25日(日)　13:00～19:00
　ホテルラングウッド集合

■東京福生ＲＣ：
・2011～12年度会長・幹事会のお知らせについて
　2012年11月27日(火)　18:00～
　於　石川酒造 雑蔵(テラス席)
・第4回多摩分区連絡会の案内の受理
　2012年12月7日(金)　15:00～
　於　石川酒造 雑蔵

■Ｒ情報委員会、多摩分区ガバナー補佐：
　多摩分区｢ロータリー情報研修セミナー｣の案内について
　2012年12月7日(金)　16:30～
　於　石川酒造 雑蔵
　研修リーダー：戸田一誠パストガバナー
　[参考]
　上記｢多摩分区連絡会｣と｢Ｒ情報研修セミナー｣は連
　動しております。
　　多摩分区連絡会　15:00～
　　(会長、幹事、地区委員はそのまま引き続き)
　　Ｒ情報研修セミナー　16:30～
　　懇親会(合同)　　　　18:00～

■国際ロータリー日本事務局：
　奉仕室臨時ニュースレター
　1回目　｢クラブメールアドレス｣について
　2回目　｢常任書記・事務局職員登録｣について

■東京武蔵村山ＲＣ：
　創立40周年記念式典の案内の受理
　2013年2月6日(水)　13:00～
　於　パレスホテル立川　　登録料　￥10000

■東京青梅ＲＣ：
　地区ゴルフ決勝大会要項と組合せ表の受理

■東京福生中央ＲＣ(次年度ガバナー補佐)：
　2013～14年度｢地区ロータリー財団委員会委員｣推薦
　のお願いについて

■幹事報告 山本幹事代理

　次に、昨日18:30より｢たきび｣にて第5回理事役員会
が開催されましたのでご報告致します。
1.10月の収支明細報告について
　金子会計より詳細が説明され、これを承認した。
2.その他
　①｢中学生クイズ大会協賛承認｣について
　　飯田新世代奉仕委員長より、昨年に引き続き協賛
　　したい旨の説明があり、詳細を検討の結果これを
　　承認した。
　②東京武蔵村山ＲＣ40周年記念式典について
    2/6に開催される40周年記念式典について、親睦旅
　　行を兼ねることもあり全員登録として2/7の振替に
　　することに決定した。
　③沖縄地区大会について
　　2/19～20に開催される地区大会は今まで通り全員
　　登録とした。
　④東村山市産業祭について
　　漆原社会奉仕委員長より、今まで福島の物品販売
　　を検討していたが、諸般の事情により中止となった。
　　この為、今年度はフランクフルトの販売とし、売
　　上を交通少年団と消防少年団の活動資金として寄
　　付することとしたい旨説明があった。詳細を検討し､
　　戸澤会員に協力をお願いして玉葱の販売を加える
　　こととして承認した。
　⑤分区連絡会について
　　今年の分区連絡会のホストは終了しているが、今
　　までの慣例通りホストの時には会員のお手伝いを
　　お願いしたほうが良い旨の意見があり、今後はそ
　　のような方針で行くこととした。
以上、理事役員会のご報告をいたしました。

  最後に年次総会に向けて、本日例会後第1回指名委員
会を開催いたしますので次の会員の皆様に指名委員を
お願い致します。
　会長・副会長、幹事・副幹事、野澤会員、當麻会員、
小町会員、山本会員、野村裕夫会員、荻野会員の10名
です。本日宜しくお願い致します。
　以上で、挨拶並びに会務報告を終わります。どうも
有り難うございました。
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　昨年11月23日(勤労感謝の日)に行われたＦＲＣ空堀川
大清掃から早いもので一年が経とうとしています。多く
の会員、市民、青少年の参加協力をえて、気持ちよく、
楽しく意義ある奉仕活動であった事、川の中で缶等のご

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

31 24 0 3 88.89

■出席報告 田中例会運営委員長

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：4名
■前々回出席率メークアップ修正後：86.21％
■前々会メークアップ者：
　赤木会員：理事会　
　飯田会員：京都西ＲＣ
　漆原会員：理事会

中條クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

◆中丸会長：本日は赤木幹事が水戸への出張のため、
　　　　　　山本パスト会長兼職業奉仕委員長に代
　　　　　　役をお願い致しました。宜しくお願い
　　　　　　致します。また先日、私が会長を務め
　　　　　　ています久米川3丁目自治会が人命安全
　　　　　　対策推進功労の表彰を頂きました。
◆野澤会員：過日の防災のつどいにおいて、公益財
　　　　　　団法人東京防災救急協会理事長より、
　　　　　　防災安全功労表彰を頂きました。これ
　　　　　　からも一層、防災業務のお手伝いをさ
　　　　　　せて頂きます。

　皆さん、こんにちは。オンツー・リスボンのＰＲでご
ざいます。ようやく概要ができましたので回覧で回しま
す。詳しい金額、日程、スケジュール等は、再来週位に
なりますが発表したいと思います。
　リスボンですが、大航海時代の幕開けとして、非常に
食事もおいしく、観光にもすごくいいところです。なか
なかヨーロッパ、特にポルトガルの方には行く機会も少
ないと思いますので、万障繰り合わせの上、都合がつき
次第、参加申し込みしていただきたいと思っております。
よろしくお願い致します。地区オンツー・リスボンの委
員長に戸澤さんもおりますので、ぜひご協力お願いしま
す。Obrigado.(ありがとうございます)

■當麻国際奉仕委員長

■小町会員研修副委員長

■委員長報告

本日のニコニコ合計：   25,000円
　　累　　　計　　：  589,000円

　＊地区ロータリー財団委員会は3年委員会
　　11月末までに連絡を

■東村山青年会議所：
　東村山青年会議所2012年度第39回卒業式典の案内の受理
　2012年12月1日(土)　14:00～
　於　ベルホール

■回覧：
　ハイライトよねやま
　バギオだより
　毎年あなたも100ドルを

■ご結婚祝月：
　中丸会長、山本会員
　田中会員

■会員誕生祝月：
　村越会長

■令夫人誕生祝月：
　嶋田会員
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　皆さん、こんにちは。本日の3分間スピーチは村越会
員にお願いしたいと思います。このところ、お休みの会
員がございまして、順不同になり、入れ替わりが非常に
多いことをお詫び申し上げます。なるべく最初の予定通
り、アイウエオ順に戻してスムーズに回していきたいと
思っております。それでは村越会員、よろしくお願い致
します。

みを拾っいる笑顔が思い出されます。さて、今月はロー
タリー財団月間です。次週例会での石川ガバナー公式訪
問と財団月間に因んでの卓話で詳しく話があると思いま
す。お手元のロータリーの友の記事で横書き、私たちの
財団のタイトルで6～21ページに又、ロータリー入門と
して新しい財団補助金記事が42ページより掲載されてま
す。イラスト入りでとてもわかりやすく説明してありま
すのでご一読ください。縦書きでは日本人の美意識と題
し静岡文化芸術大学学長・熊倉功夫さんのＩＭ講演要旨
が載ってます。日本人の美意識を表現する言葉として、
｢花鳥風月｣。花鳥すなわち生きとし生けるものと、風月
すなわち自然現象と宇宙が含まれている。花、植物(特
に桜)は神と人間を繋ぐもの。日本文化はグローバリー
ゼーションの中で変わっていくでしょうが、自然を大切
にして創りだしてきた日本らしさを心の片隅においてい
ただきたいと言っています。家も自然素材で作られた空
間は健康で和むものです。

とになりました。
　土曜日はまずまずの天気、日曜は天気が崩れる予報で
はありますが、一生懸命売って、交通少年団、消防少年
団の活動資金に回したいと思います。ぜひ皆さんにご協
力いただいて成功させたいと思いますのでよろしくお願
い致します。

　こんにちは。社会奉仕委員の方からお願いがあります。
今度の10(土)、11(日)と市民産業祭があります。恒例で
すと、ゴボウ、玉葱の販売でしたが、事情があり、福島
の方の農産物を扱って少しでも被災地の援助をというこ
とで検討してきました。ところが、かなり福島関連の物
資が販売されるということで、遠慮させていただきまし
て、今年はフランクフルトと玉葱の2種類を販売するこ

■発表者紹介：
　山本職業奉仕委員長

■３分間スピーチ

　皆さんこんにちは。今月はロータリー財団月間で、委
員長に代わりお願い申し上げます。ロータリー財団は皆
様ご承知のとおり、ロータリークラブの会員からの寄付
を原資として、ロータリーが果たすべき種々の人道的、
教育的奉仕活動を行う組織であり、ロータリー財団の使
命は、ロータリークラブの会員が人々の健康状態を改善し、
教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世
界理解・親善・平和を達成しようとすることであります。
　お願いと申しますのは、ロータリー財団の使命を達成
するための寄付でございます。ロータリー財団への寄付
は年次寄付と、恒久基金の寄付及びポリオプラス基金が
ありますが、本日お願い申し上げるのは、｢毎年あなた
も100ドルを｣のキャッチコピーの年次寄付でございます。
できれば今月内にお願いしたいと存じます。年次寄付は
100ドルで、少なくとも11月は8000円です。
　なお、ロータリー財団月間は財団の推進に役立つプロ
グラムを実施することになっておりますが、申し訳ない
のですが委員長からお話しを聞いておりませんので、追
って、委員長より報告していただきます。

■樺澤ロータリー財団
　副委員長

　皆さん、こんにちは。12月15日(土)、家族親睦移動例
会を行います。場所は立川駅北口徒歩3分のカジュアル
ジャズバー｢ジェーシー・ジェームス｣です。出欠の確認
を本日、回覧しております。皆さんご参加よろしくお願
い致します。
　続きまして、2月19日(火)、20日(水)、21日(木)の沖
縄地区大会についての参加の出欠表を来週、回覧します
ので、令夫人登録の関係上、ご夫婦で参加予定の方は奥
様にご確認お願い致します。なお、今回の地区大会は親
睦旅行も兼ねておりますので、多くのご参加よろしくお
願いします。

■石山クラブ管理委員長

■漆原社会奉仕委員長

　皆さん、こんにちは。予定では11月22日でございまし
たが、繰り上がってきて本日になりました。22日は私の
何十回目かの誕生日です。めでたくもあり、めでたくも
なしという心境です。皆様は年に3回、ピンクの花と黄
色の花を胸に飾ってもらいますが、私だけはこのクラブ
の中で1回だけです。理由はお分かりだと思いますが、

■村越会員
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家内を6年前に亡くしたからです。さみしいお話はこの
位でおわりにします。
　今日はロータリーの会員募集についてお話を致します。
昨年は野澤先生、隅屋さんと3人で会員募集の係でした。
1年間させて頂いて感じたことを申し上げます。
　初めてロータリーに入会した30年位前とは全然違うと
いうことを改めて感じました。そして会員募集には退会
した人を掘り起し、リストアップしてみてはと思います。
カムバックした人の中には小町会長のように光り輝いて
いるダイヤモンドもあれば、私のようなくすぶった石炭
も出てくると思いますが、ある程度、人間も揃わなくて
はいけないと思います。私も入ってからは荻野さんに入
会してもらい、荻野さんが今、病気で一時退会していま
すが、島田良親さんが入会しました。30年位前まで遡っ
て退会した人の名簿の一覧表を作り、その名簿をもとに
会議を開き、時間も50分位とって真剣に掘り起しの話を
したらと思います。
　1番はロータリーの近況と再入会の声かけを文書で出す。
2番は年代順に分けて、ロータリアンが電話をして再入
会を呼びかける、3番は事務局に入ってから菱沼さんも5
年位になると思いますので、その間に退会した人には菱
沼さんからやさしい微笑みのある声で電話をしてもらう。
4番は女性会員の募集、新しく女性会員を増やすために3
か月位お客様として出席してもらうというような大胆な
発想を持ってもらいたいと思います。
　最後にロータリーは、入れてやるのか、入っていただ
くのか、どちらなのかなあと思っています。その答えを
いつか教えてください。
　余談ですが、一昨年までは一番出席率の悪い私でした
が、山本さんが会長になった時から、若い山本さんが一
生懸命やっているのだから、私もできることから一生懸
命やろうと思い、まず出席率の向上に努めようと考えま
した。それまでは55％位の出席率でしたが、今は90％以
上になっていると思います。9月は東大和にメーキャッ
プしたので5回出席しました。これからも役職について
やることはできませんが、出席率は下げないよう、皆様
の足を引っ張らないよう努力します。ご清聴ありがとう
ございました。

　こんにちは。金融機関の人間として今どんな状態なのか、
現在の金融情勢を話してほしいとのことでしたが、今、
金融円滑化法というのが来年の3月で終了となるので出口
戦略ということで、非常に話題となっております。見渡
しますとロータリーの諸先輩方はほとんどこれに関係の
ないお客様ですので、お話ししようかどうしようかと思
ったのですが、これだけは知っておいてほしいという内
容についてご説明させていただきます。
　金融円滑化法のもとでもあります、債務者区分という
問題があります。この債務者区分というのは金融機関と
融資取引を始めると必ず5～6つの部屋に入れさせていた
だきます。これがお客様の評価という形になりますので、
その評価が金融円滑化法によって緩和されたということ
をご説明したいと思います。

　6つの部屋について説明すると、①正常先　②要注意先
③要管理先　④破たん懸念先　⑤実質破たん先　⑥破た
ん先、これが平成10年に区分されたものです。自己資本
がプラスで、なおかつ事業を継続する意味で必ずプラス
の計上をしている、資本金と税引き後利益がプラスであ
れば金融機関はこの会社が正常先と判断します。これが
要注意先ですと、資本金、税引き後利益がマイナスであ
ったりすると基本的に要注意先と判断します。
　要管理先というのが今日の話の円滑化法に関わる問題で、
どんな法律かというと、中小企業や住宅ローンの借り手
が金融機関に返済負担の軽減を申し入れた際、金融機関
ができる限り条件変更や返済猶予と債務者の負担軽減に
応じる努力義務を定めた法律で、当初2年間の時限立法で
したが、現在2年の延長で、計4年の法律となっております。
返済を猶予したとかいう会社はみな要管理先に入るよう
になっています。当初、金融機関のほとんどで要管理先
を窓口の人間が嫌がりました。なぜかというと、正常先
については引き当てをする必要がないけれど、要注意先
については未保全融資について(金融機関によって違いは
ありますが)約0.8％を金融機関の決算上、引き当てなけ
ればならない、これが要管理先になると、その10倍の引
き当てになるからです。ということは、お客様が条件変
更に応じた段階で要管理先という部屋に入ることになり
ますので金融機関としては赤字を計上することになります。
なるべく要管理先にしないようにというのは暗黙のルー
ルなのです。
　円滑化法になってどうなったかというと、金融庁は監
督指針及び検査マニュアルを改正し、｢貸出条件緩和債権｣
に該当するか否かの判断基準を緩和しました。これは、
中小企業が実現可能、抜本的な経営改善計画を策定し、
事業再生が見込まれる場合には、貸出条件の変更に応じ
ても不良債権とはならないとしました。よって、今はこ
の6つの部屋が5つになっている状況なのです。よって、
来年の3月、終了に伴ってどうなるかは正直分からないと
いうのが現状です。
　私が会社に入ったころは、担保があったり、どんどん
貸し出せという時代でしたが、この自己査定ができてか
らは融資量が年々減少しています。私どものところも融
資量が前任の高橋店長のときにやっとプラスに転じたと
いうのが正直なところで、なぜ急に増えたかと思って聞
くと、ほとんどがロータリーのお客様だということ、非
常に感謝しております。去年、私も実はプラスで終わっ
たのも、よくよく考えてみると、ロータリーの皆さんの
力が大きく、やはりそういう支援がないと、なかなか東
村山では融資量を伸ばすのは難しいというのが実情です。
　去年、久米川に山梨中央銀行の事務所ができたりと、
エリアの中でも13～15行の銀行や信金が入っており競争
も激しいので、キャパの割に融資量が上がらないのが実
情です。また、金融庁のマニュアルも随分変わってきて
おります。去年からこういう文面が入ってきました。｢事
業の存続がいたずらに長引くことで、経営者の生活再建
や当該債務者の取引先事業等に悪影響が見込まれる債務
者などには、条件変更等の申し込みに対して機械的に応
ずるのではなく、事業継続に向けた経営者の意欲、経営
者の生活再建、当該債務者の取引先への影響、金融機関
の取引地位や取引状況、財務の健全性確保の観点等を総
合的に勘案し、慎重かつ十分な検討を行う。その上で整
理等を前提とした債務者の再起に向けた適切な助言を行う｣。
要は、再建がきかない企業に対しては前もって債務整理
を進めなさいということで、今年の4月から一部金融機関
においては回収に入っているところもあります。来年に
なると、流れからいくと随分回収を図るケースも出てく
ると思います。ぜひ、円滑法を使っている方がいらっし
ゃいましたらご相談ください。今日はありがとうござい
ました。

■山宮会員

■卓話(イニシエーション･スピーチ)

■点鐘：中丸会長


